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平成２９年度 地域と共に創る放射線・防災教育推進事業 第４回運営協議会 資料 
西郷村立西郷第一中学校 

 

１ 取り組み状況  網掛：【公開・発信】   時数：１・２年生＝【学活：６時間 道徳：１時間 総合： ７時間 計１４時間】 

時数：  ３年生＝【学活：６時間 道徳：１時間 総合：１３時間 計２０時間】 

NO 日   付 ○内 容  □各機関等 形 態 ○担当者  □報道各社等 教科 時数 
公開

発信 

１  ６/２６（月） ○放射線に対する事前アンケート及びレディネスチェック 全校生（各学級） ○各学級担任○NPO ハートフルハート未来を育む会 学活 １  

２ ７/３・６・７ 

○包括的放射線教育 

（放射線とは、栄養免疫力、心理教育） 
全校生（各学級） 

○放射線（除情プ・高エネルギー研：高橋先生） 

○栄養免疫力（ルイ・パストゥール研：宇野先生） 

○  同  （西郷村栄養教諭：田原先生） 

○心理教育（NPOハートフルハート未来を育む会） 

○各学年教員 

学活 

道徳 

総合 

１ 

１ 

１ 

公開 

□ＴＶ取材 □新聞取材   □ＴＵＦ □朝日新聞（東日本のみ）   発信 

３ ７/２８（金） ○福島第一・第二原子力発電所視察 学校代表 ○教頭    

４ ８/２８（月） ○放射線に対する事後アンケート及びレディネスチェック 全校生（各学級） ○各学級担任○NPOハートフルハート未来を育む会 学活 １  

５ ９/２０（水） 

○放射線教育講話 

（放射線除染の基礎知識、村の現状） 
全校生（一斉） 

○環境再生プラザ・高エネルギー研：高橋先生 

○西郷村健康推進課：小島さん 
総合 ２ 公開 

□新聞取材  □福島民報新聞   発信 

６ ９/２５（月） ○放射線教育講話事後指導 全校生（各学級） ○各学級担任 学活 １  

７ １０/３０（月） 

○調べ学習、学習のまとめ 

 

全校生（各班） ○各学年教員 

総合 ２  

８ １１/ ６（月） □復興庁・文科省・県視察 総合 ２ 発信 

９ １１/２７（月）  学活 １  

10 １１/１５（水） ○フォーラム参加・発表 ３年生（１２０名） ○各関係機関 総合 ６ 公開発信 

11 １１/２８（火） ○県南地区別研究協議会（放射線・防災教育） 学校代表 ○教頭、関本、□地教委・学校関係者   発信 

12 
１２/ ２

（土） 

○放射線学習発表会（土曜授業：授業参観） 

全校生（学年縦割） 

○各学年教員 

学活 １ 公開発信 
□復興庁・文科省・環境省・県・村視察 

□地域住民・保護者 □新聞・広報誌・Web取材 

 

□朝日新聞（県）、福島民報新聞、福島民友新聞。 

□らでぃ（Web 放射線教育支援サイト） 

□西郷村広報誌（１月号）□西一中 PTA広報誌 

13 １/１０～３１ ○村文化センターへの調べ学習の掲示 優秀作品６部    発信 

 



１学年 学級活動 学習指導案
平成２９年９月２５日（月）

引用文献 福島県教育委員会(2017)『ふくしま放射線教育・防災教育指導資料活用版』P20,21
１ 本時のねらい
放射線から身を守るため、適切な行動をしようとする。
２ 学習の流れ

段
学 習 活 動

時
○指導上の留意点 ◇評価【副読本等との関連】

階 間

１ 放射性物質を体の中にたくさん取り込まないよ ５ ○ 外で遊んだら、服についたほこりを落としたり、

うにするために、気を付けることを発表する。 手洗いやうがいなどをしたりすることが大切である

導 ことを確認する。

○ 放射線量を少なくするために、地域の人たちが除

染活動などを行ってくれていることに触れ、放射線

入 ２ 本時のめあてをとらえる。 から身を守ることに対する意識を高める。

放射線から身を守るためにできることを考えよう。 ○ 放射線から身を守るために、どんな行動をとれば

よいのかを本時のめあてとしてとらえさせる。

３ 放射線から身を守る方法について話し合う。 15 ○ 日常生活と非常時の場合に分けて、それぞれ考え、

（1） 体の外から受ける放射線の量を少なくする方 話し合わせる。

法について話し合う。 ○ 体の外から受ける放射線と体の中から受ける放射

○ 放射性物質から離れる。 線があることを知らせる。

○ 放射線を受ける時間を短くする。 ○ 体の外から受ける放射線を少なくすることと体の

○ コンクリートなどの建物の中に入る。 中に放射線を入れないことが大切であることを確認

する。

（2） 体の中から放射線を受けることから、身を守 【県パンフレット】、①【副読本P.15】、②【副読本P.13】

る方法について話し合う。 ○ 放射性物質の多いところに近づかないことや放射性

展 物質を体内に入れない生活の仕方について確認する。

４ 災害対策担当の方のお話を聞く。 【県パンフレット】、①【副読本P.15】、②【副読本P.13】

（1） 地域のホットスポットや除染活動の様子につ 15 ○ 市町村の災害対策担当の方をお招きし、地域の実

開 いて知る。 情に合わせてお話をいただく。

① 地域の放射線量マップについて知る。

② 除染活動の大変さや大切さを知る。 ○ 地域の住民の方や市町村の担当の方が力を合わ

（2） いざという時の心構えを知る。 せて、健康を守ろうと努力していることに気付か

① 正確な情報に基づいて行動する。 せる。

② 退避や避難をする時の注意点を知る。

○ マスクを着用する。（砂ぼこり） ○ 放射線に限らず、様々な災害が起こった時にもし

○ うがいや手洗いをする。 っかり行動することが大切であることを理解させ

○ 制限された食べ物や飲み物はとらない。 る。①【副読本P.16】、②【副読本P.14】

５ 放射線から身を守るために実行することや心構 10 ○ 災害対策担当の方への御礼と児童の感想を発表さ

終
えをまとめる。 せ、本時のまとめをする。

○ 放射性物質から離れたり、空気を直接吸い ◇ 放射線から身を守る方法や心構えを知り、実践し

末
込まないようにするなどをしっかりと行う。 ようとしている。

○ 正しい情報に基づいて落ち着いて行動する。

３ 準備物等
（1）生徒
① 小学生のための放射線副読本「放射線について考えてみよう」（文部科学省）
② 小学生のための放射線副読本～放射線について学ぼう～（文部科学省）
・ 県パンフレット「放射線を正しく知って行動しましょう」（福島県災害対策本部）

（2）教師
・ 小学生のための放射線副読本解説編【教師用】「放射線について考えてみよう」（文部科学省）
・ 小学生のための放射線副読本～放射線について学ぼう～（文部科学省）
・ 県パンフレット「放射線を正しく知って行動しましょう」（福島県災害対策本部）
・ 説明用プレゼンテーション資料 ・パソコン ・プロジェクター
・ 市町村放射線量マップ、校地内放射線量マップ ・ワークシート

４ その他
（1）地表には放射性物質が付着していたり、ホットスポットも存在したりすることから、うがいや手洗い
などについては今後も励行させる。

（2）避難訓練などの学校行事と関連させて展開することも考えられる。



放射線の学習 ワークシート

放射線から身を守るためにできること

年 組 番 氏名

□ 体の外から受ける放射線の量を少なくする方法

・

・

・

□ 放射性物しつを体に入れないようにする方法

・

・

・

◇◇◇西郷村の現状を知って◇◇◇

○

○

○

◆◆◆放射線から身を守るために取り組むこと◆◆◆

○

○

○



２学年 学級活動 学習指導案
平成２９年９月２５日（月）

１ 学級活動 「放射線の影響について、科学的根拠を基に情報発信できる力を養う」

２ 本時のねらい

放射線の影響について、科学的な根拠を基にしてレポートにまとめることができる。

３ 学習過程

段 学 習 活 動 時 ○指導上の留意点 ◇評価【副読本等との関連】
階 間

導
１ ９月２０日の放射線講話と資料を基に、放 10 ○ 現在の福島県の放射線線量は、人体や環境に
射線の影響について分かったことを発表する。 対してただちに影響を及ぼすレベルではないこ

とを、担任が資料をもとに補足説明する。
２ 本時のめあてをとらえる。

入
放射線の影響について、科学的な根拠を ○ 福島県の現在の状況を、他県の人たちに伝え

基にしてレポートを作成しよう。 ることをイメージさせる。

３ 放射線の影響について、資料を基にして班 30 ○ テーマは重複してもよいことを確認する。
でそれぞれ１つのテーマを決めて話し合い、
確認できたことをレポートにまとめる。 ○ 科学的な用語を用い、自分で説明しやすい文

（１）人体への影響について 章でレポート作成を行う。

展
（２）水への影響について ○ イラストを活用するなどして、工夫しながら

作成してよいことを伝える。併せて、科学的な
（３）米（稲作）への影響について 根拠となる数値を書き込むことで、正しく説得

開
力のあるレポートを作成できるよう支援する。

（４）野菜や果物への影響について 【データでなっとく放射線】

（５）食品の検査について ○ 農産物などの食品については、毎日の村内放
送で「検出限界以下」や「○○ベクレル検出」

（６）空間線量について と情報発信していることを確認させ、レポート
作成に役立ててよいことを伝える。

４ レポートを基にして、班ごとに途中経過を
発表する。 ○ 科学的根拠をもとにレポートを作成できてい

たか、相互評価させる。

終
５ 本時のまとめをする。 10 ○ レポートを基に、本時を振り返らせる。(自
（自己評価）発表した感想をグループ内で話し 己評価)

末
合い全体で発表する。

◇ 放射線の影響について、科学的な根拠を基に
（相互評価）他のグループの発表を聞いた感想 して情報を発信している。(相互評価)

を代表者が発表する。

４ 準備物等

生徒・教師共

・「データでなっとく放射線 身の回りの放射性物質編」（環境再生プラザ）

・「データでなっとく放射線 健康影響編」」（環境再生プラザ）

・「データでなっとく放射線 食品編」（環境再生プラザ）

５ その他

・ 放射線についての情報を正しく理解するとともに、情報を正しく伝え合う活動や学習を今後も継続

していけるよう指導、支援を行っていく。

・ 作成したレポートは学年廊下に掲示し、情報共有を進めていく。



放射線の学習シート 放射線の影響について、科学的な根拠を基にしてレポートを作成しよう

年 組 番 氏名

テーマ候補 ①人体への影響 ②水への影響 ③米（稲作）への影響

④野菜や果物への影響 ⑤食品の検査 ⑥空間線量について

班のテーマ

レポートの内容案（レポートの下書き・レイアウト 科学的な根拠としての数値も書き込もう）

発表のよかった（参考になった）班とその内容

まとめと感想



３学年 学級活動 学習指導案 

平成２９年９月２５日（月） 

1  学級活動  放射線学習 「放射線の防護と避難について考えよう」 

2  本時のねらい 

  放射線教育での既習事項をもとに、放射性物質に対する防護や避難の仕方を考えることができる。 

3  学習過程 

段 

階 
学習活動・内容 

時 

間 

形 

態 

○ 指導上の留意点  ◇評価 

※ 発問 

 

導 

 

入 

１ 今年度の放射線学習で学んだ

ことを発表する。(7月，9月実施) 

 
 
 

10 

 

 

一斉 ○ 黒板右に生徒から出た既習事項を書く。 

【例 単位は Sｖ Bq など  α線β線γ線がでる 

 半減期がある 外部被ばく 内部被ばくがある 食品の検

査を行っている。 飛跡が見えた  など】 

○ 本授業は３学年の重点の目標である「防護と避難につい

て」学習をするため、既習事項から課題につなげる。 

 

 

展 

 

 

 

 

 

 

開 

 

２ 非常時における放射性物質に

対する防護について班で考え、発

表する。 

 

 

３ 退避や避難の仕方について班

で考え、発表する。 

 

 

 

４ 福島県教育委員会が配布して

いる防災個人カードの紹介と活

用法について説明を聞く。 

15 

 

 

 

 

15 

 

 

 

 

5 

 

 

班 

 

 

 

 

班 

 

 

 

 

一斉 

 

 

※ もし放射線の事故が起こってしまった場合、みなさんは

どのように放射性物質から自分の身を守りますか。班で考

えてみましょう。 

【予想できる生徒の考え】 

放射線教育で習った三原則、マスクの着用など。 

※ 避難の仕方について班で考えてみましょう。 

【予想できる生徒の考え】 

放射線教育で習った三原則、防災無線の指示に従う、テ

レビで情報を得るなど。 

◇ 既習事項をもとに、放射性物質に対する防護や避難の仕

方を考えることができたか。 

○ 個人情報を記入するものなので、紛失に注意するよう指

導する。 

 

終 

 

末 

５ まとめ 
 
外部被ばくの低減三原則 
・放射性物質から距離をとる 
・放射線を受ける時間を短くする 
・放射線を遮る 
市町村、県や国などからでる正確な
情報をもとに落ち着いて行動する 
 

5 

 

 

 

一斉 

 

 

○ 福島県教育委員会が発行している「放射線教育・防災教

育指導資料」に基づいてまとめを行う。 

 

 

 

4 板書計画  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○非常時における放射性物質に対する防護 

外部被ばくの低減三原則 
・放射性物質から距離をとる 
・放射線を受ける時間を短くする 
・放射線を遮る 
市町村、県や国などからでる正確な
情報をもとに落ち着いて行動する 

放射性物質に対する防護や避難はどのようにすればよいだろうか。 

 

既習事項の板書 

まとめ 

放射性物質に対する防護や避難
はどのようにすればよいだろう
か。 

○退避や避難の仕方 

・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・ 

□防災個人カードについて 



放射線学習 ワークシート         年  月  日( ) 

 

 年  組 名前           

○放射線学習で学んだこと・放射線について知っていること 

 

 

 

 

 

 

 

 

○非常時における放射性物質に対する防護 

 

 

 

 

 

 

 

 

○退避や避難の仕方 

 

 

 

 

 

 

 

 

○まとめ 

 

グループの考え              他のグループの考え 

グループの考え              他のグループの考え 

 

 



放射線教育の実践

西郷村立西郷第一中学校





家庭や地域及び関係機関との共通理解

放射線の利用や影響

放射線を体に取り込まないようにするための方法

放射性物質に対する防護や避難の仕方



家庭や地域及び関係機関との共通理解

放射線の利用や影響

放射線を体に取り込まないようにするための方法

放射性物質に対する防護や避難の仕方

１学年

２学年

３学年

学校全体



家庭や地域及び関係機関との共通理解

放射線の利用や影響

放射線を体に取り込まないようにするための方法

放射性物質に対する防護や避難の仕方

１学年

２学年

３学年

学校全体

心理教育 





７月３日（月）、６日（木）、７日（金）

包括的放射線教育
９月２０日（水）５・６校時

放射線教育講話
９月２５日（月）１校時

学級活動「放射線学習」
１０月３０日（月）,１１日６日（月）,２７日（月）

学年テーマ探求学習
１１月１５日（水） コミュタン福島

放射線・防災フォーラム
１２月２日（土）３校時

放射線学習発表会



７月３日（月）、６日（木）、７日（金）

包括的放射線教育

放射線
基礎学習

心理教育

栄養教育

各学年のテーマについ
て専門家が全１２学級へ
基礎講義＆霧箱の実験

カウンセラー４名が全１２
学級へストレスの説明と
解消法を指導
風評被害・修学旅行の劇…

栄養バランスが良い食事は、
発がん性を低くする効果が
あることを実験で検証する

環境再生プラザ
（除染情報プラザ）
電話連絡→打ち合
わせ（直接・メール）

ＮＰＯハートフルハー
ト未来を育む会
本校ＳＣと打ち合わ
せ（直接・メール）

関係機関との連携授業内容実践の三本柱

ＮＰＯハートフルハー
ト未来を育む会
本校ＳＣと打ち合わ
せ（直接・メール）



７月３日（月）、６日（木）、７日（金）

包括的放射線教育

全学級がクラス単位で授業を実施



放射線基礎学習

１学年
「放射性物質を体に
取り込まない方法」

２学年
「放射線の利用や影響」

３学年
「放射線に対する
防護や避難の仕方」

各学年のテーマに基づいた学習



放射線基礎学習



心理教育

カウンセラーの先生４名が劇を見せながらスト
レスとは何かを考えさせながら理解させる。

リラクゼーションとストレスの解消方法の実践

グループミーティングによるストレスの解消

劇の内容 ： 期末テストで点数が取れず落ち込む
母親に叱られる 修学旅行先で出身を聞かれる など



心理教育



栄養教育

【キーワード】
「免疫力」
「活性酸素」
「抗酸化力」

専門家の先生からの講義＆実験 栄養教諭からのまとめ

【キーワード】
「マクロビ給食」
「抗酸化力」
「食の安全」



栄養教育



９月２０日（水）５・６校時

放射線教育講話

「放射性物質を体に取り込まない方法」
「放射線の利用や影響」

「放射線に対する防護や避難の仕方」

高エネルギー加速器研究機構放射線科学センター 高橋 一智先生

西郷村役場 健康推進課 保健師 小島 晃代 先生

「西郷村健康推進課の取り組みとガラスバッチ」



９月２０日（水）５・６校時

放射線教育講話



９月２５日（月）１校時

学級活動「放射線学習」

１学年
「放射性物質を体に

取り込まない方法」

２学年
「放射線の利用や影響」

３学年
「放射線に対する
防護や避難の仕方」

各学年の放射線教育
担当が指導案を作成

各学級担任が実施



９月２５日（月）１校時

学級活動「放射線学習」



１０月３０日（月）,１１日６日（月）,２７日（月）

学年テーマ探求学習
１年生「放射性物質を体に取り込まない方法」
２年生 「放射線の利用や影響」
３年生「放射線に対する防護や避難の仕方」

模造紙

今年度学習した内容 資料等



１０月３０日（月）,１１日６日（月）,２７日（月）

学年テーマ探求学習



１１月１５日（水） コミュタン福島

放射線・防災フォーラム

内容 ①開会行事
② フォーラム～今、自分が思うこと～
③炊き出し（ハイゼックス炊飯）試食体験
④関係機関による体験・見学コーナー
⑤シンポジウム
⑥閉会行事

県内７地区で指定されました放射線・防災教育実践協力校
の児童生徒が一堂に会し、これまでの学習経過の紹介や
相互交流を行い、よりアクティブに学習を展開しました。
関係機関の提供により、生徒は、炊き出し試食や展示・体
験コーナーでの活動を行いました。そして「これからの放射
線教育・防災教育」と題したシンポジウムも行われました。



１１月１５日（水） コミュタン福島

放射線・防災フォーラム



１２月２日（土）３校時 授業参観日

放射線学習発表会



１２月２日（土）３校時 授業参観日

放射線学習発表会



１２月２日（土）３校時 授業参観日

放射線学習発表会



１月９日（火）～１月３１日（水）

公共施設に掲示し、地域へ情報発信

中央公民館（西郷村文化センター）ロビーの様子



１月９日（火）～１月３１日（水）

公共施設に掲示し、地域へ情報発信

中央公民館（西郷村文化センター）ロビーの様子

◇１２月２日（土）の授業参観で発表した資料
（模造紙）を西郷村文化センターに掲示してい
ただきました。







７月の包括的放射線授業を受ける前と受けた１か月後
で「健康アンケート」（ストレスアンケート）を実施した。

①生徒のトラウマ反応やストレス状態は低下し、ネガ
ティブな自己認知も減少した。

②過敏性や再体験反応が低下し、うつ感情も低下した
ことでストレス障害と言われる症状も軽くなっている。

③放射線の知識、食・免疫の知識、ストレスの知識の
３つ領域の知識量は増えている。


